
, 

, 

① 	青森県五所川原市字岩木町12 	 〔毎月 2 回‘ 1日・15日発行〕 

のミ・はり叫っら 
発 打 山 

五所川原市役所 

弱0号 

昭和58年 9月 1日 

印刷 什り北斗オフセット 

 

 

   

    

市 の 人 口 
	

男 25,564人 
	

世 帯 数 14,715 

	

52,855人 女 27,291人 
	

（昭和58年 8月1日現在）住民基本台帳から 

米国から女子留学生 
x x × に 
／、v ／ 、 	、 I 
J、、ノ、 A、」‘，‘、、‘ 、 

繊瞥拳繊 
讐鷲繁鷲襲麟費麟 

五所川原ロータリークラブ（対馬郁夫会長）の日米

交換留学生としてアメリカ・バーモント州ベニングト

ン町の高校生スーザン・アン・カララさん（18）が来

日し、 8月20日、五所川原市を訪れ、あいさつをしま

した。一写真一 

若者の国際的視野を広めようという同ロータリーク

ラブの招きで訪れたもので、当市では初めての女子留

学生（交換留学生は 3人目）。当分の間、木造町大湯

町の医師野呂和博さん（57）宅に寄宿し、県立五所川

原高校 2 年生として1年間勉強します。 
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住繋肥 IJ i'j==.= 

1 ．届出の必要な土地取引 

  

⑥ 1団の取引も届出が必要です。 
、イノ 1 まとまりの土地を 2 人以上の土地所有者から買うとか。 

回 多数の人に分割して売るとか。 

この場合 1 人当りの取引面積が定められた広さ以下の取 

引であっても、まとまると定められた広さ以上の図のよう 

な取引は届出が必要です。 

⑥ 一定面積以上の土地について
一kノ 

（イ） 市街化区域 

一 	． AAA市 
r 	',WV以上 

回 (-T'）を除く都市計画区域 

, AAA市 
J,WV以上 

回 都市計画区域以外の区域 

10,000躍 

⑥届出を要しない取引もあります。 

をする場合は事前に届出が必要です。 

■売買 

■共有持分の譲渡 

■営業譲渡 

■譲渡担保 

■代物弁済 

■交換 

■予約完結権，買戻権等の譲渡 

■地上権，賃借権の設定, 譲渡 

属 これらの取引の子約である場合も、事前に

ミゾ 届出が必要です。 

（イ・ロ・ハ・ニ・ホ） 

△△さんの土地 

亜国 1-0 -/ %-3識 

	

m 	ロ、 買う人 

	

ニ tz 	、 ニ→Dさん 
ーー二二ーノへ」 ホ→E さん 

イ＋口＋ハ＋ニ＋ホとー定面積 

甲さんの土地】い  ~~  買う人

乙さんの土地‘ろ 

丙さんの土地は 	 こ》YさA 
丁さんの土地．に 

い＋ろ＋は＋にと一定面積 

売買などの取引 
に、ノ 

ん
 

山
ぐ
 Y

 

×
、プ
ノ
 

い
ろ
は
に
 

農家の人が農地法第 3 条の許可を受けて農地として取引する場合や、国・地方公共団体等が取引の相手方である

などの場合は届出の必要がありません。 

2．届出から契約まで 
届出を受けた知事は、取引予定価格が著しく高すぎたり、また利用目的が土地利用の計画にふさわしくないとき

は、土地利用審査会の意見をきいて、取引価格の引き下げや、取引の中止を勧告するなどして適正な取引を行わせ

ることになります。 

勧告に従わないときは、一般住民にその内容を公表します。 

問題がない場合には、届出日から 6 週間以内に勧告をしない旨の文書で通知し、この通知を受け取れば契約がで

きることになります。 

3．届出しないと 
届出をしないで土地取引をしたり、偽りの届出をすると 6 カ月以下の懲役、または 30万円以下の罰金に処せら

れることがありますので、十分注意して下さい。 

■間い合わせ先 

詳しくは市総務課企画室（合⑩2111 内線318. 319番）へどうぞ 

なお、届出書の用紙及びパンフレットは、窓口に備えてあります。 



皆
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
で

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
医

療
費
が
か
か
り
ま
す
。
こ
の

医
療
費
を
だ
れ
が
負
担
し
、
 

そ
の
財
源
の
仕
組
み
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
 

医
療
費
の
負
担
区
分
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

曾

百
さ
ん
が
病
院
の
窓
口

で
支
払
う
自
己
負
担
額
は
、
 

三
割
（
た
だ
し
老
人
は
、
 

外
来
月
額
四
百
円
、
入
院

は
ニ
カ
月
間

一
日
三
百
円
）
 

②
市
町
村
が
病
院
に
支
払

う
額
が
七
割
と
な
っ

て
い

ま
す
。
 

例
え
ば
、
病
院
で
治
療

を
受
け
医
療
費
が

一
万
円

か
か
っ
た
と
す
る
と
、
皆

さ
ん
が
病
院
の
窓
口
で

支

払
う
の
は
三
千
円
で
、
七

千
円
は
市
町
村
が
病
院
に

支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
市
町
村
が
病
院
に

支
払
う
七
千
円
を
ど
こ
か

ら
求
め
る
か
と
い
う
と
国
民

健
康
保
険
税
か
ら
二
千
五
百

円
、
国
の
補
助
金
四
千
五
百

円
を
財
源
に
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
医
療
費
が
、
 

一
回
の
診
療
で

一
万
円
か
か

っ
た
と
し
ま
す
と
二
千
五
百

円
が
被
保
険
者
で
あ
る
皆
さ
 

ん
が
納
め
て
い
る
保
険
税
で

賄
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
診
療
回
数
な
ど
が
多

く
医
療
費
が
増
え
る
と
、
そ

れ
に
伴
っ
て
保
険
税
も
高
く

な
り
、
ま
た
国
の
補
助
金
も

増
え
ま
す
。
し
か
し
保
険
税

も
補
助
金
も
結
局
は
皆
さ
ん
 

の
ふ
と
こ
ろ
か
ら
出
て
い

る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
保
険
税

が
年
々
高
く
な
る
の
は
、
 

医
療
費
が
そ
れ
だ
け
増
え

て
い
る
か
ら
で
す
。
従
が

っ
て
、
医
療
費
が
節
約
さ

れ
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
が

少
な
く
な
れ
ば
、
皆
さ
ん

の
負
担
が
そ
れ
だ
け
少
な

く
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

健
康
が
第

一
で
す
。
健
康

づ
く
り
は
、
適
度
な
運
動

と
規
則
正
し

い
生
活
か
ら

は
じ
め
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
病
気
に
か
か
っ
た
と

思
っ
た
ら
早
め
に
病
院
で

治
療
を
受
け
、
悪
化
す
る

ま
で
放
っ
て
お
か
な
い
よ
う

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
 

な
お
、
医
療
費
や
保
険
税
 

に
つ
い
て
疑
間
や
不
明
な
点

は
市
の
国
民
健
康
保
険
担
当

窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
 

（保
険
衛
生
課
）
 

医療費と国民健康保険税 

(550月ノ 

収
入
役
に
成
田
氏
就
任
 

ク市
民
の
負
託
に
応
え
た
い
）
 

八
月
十
一
日
開
か
れ
た
市
議

会
臨
時
会
で
、
空
席
だ
っ
た
市

収
入
役
に
市
内
栄
町
三
九
、
会

社
会
長
成
田
不
二
雄
氏
（
六
七
）
 

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

十
月
一
日
現
在
で

住
宅
統
計
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
 
「住
宅
の

国
勢
調
査
」
と
い
わ

れ
る
大
規
模
な
調
査

で
、
私
た
ち
の
生
活

の
基
盤
で
あ
る
住
宅

の
状
況
を
明
ら
か
に
 

、
、
 

成
田
氏
は
旧
制
木
造
中
卒
。
 

マ
ル
チ
ン

（
株
）
会
社
代
表
取

締
役
専
務
、
五
所
川
原
商
工
会

議
所
副
会
頭

（
二
期
）
、
五
所

川
原
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
会

長
、
五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
会
長
等
を
歴
任
、
現
在
は
 

す
る
と
と
も
に
、
国
や
県

・
市

の
住
宅
建
設
計
画
、
都
市
計
画
、
 

環
境
整
備
計
画
な
ど

の
立
案
の

た
め
の
資
料
と
し
て
広
く
利
用

さ
れ
ま
す
。
 

調
査
対
象
と
な
る
世
帯
は
、
 

全
国
で
約
四
〇
〇
万
世
帯
、
本

市
で
も
約
二
二
〇
〇
世
帯
が
調

査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

九
月
下
旬
か
ら
、
 

調
査
員
が
調
査
票

を
配
布
に
世
帯
を

訪
問
し
ま
す
の
で
、
 

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

な
お
、
調
査
票

に
記
入
さ
れ
た
事

柄
は
、
統
計
を
作

る
だ
け
に
使
う
も

の
で
、
そ
の
ほ
か

に
は

一
切
使
用
し

ま
せ
ん
。
 
 

津
軽
考
古
学
会
会
長
、
市
文
化

財
審
議
委
員
、
有
限
会
社

マ
ル

チ
ン
サ
イ
ク
ル
取
締
役
会
長
を

し
て
い
ま
す
。
 

収
入
役
に
就
任
し
た
成
田
氏

は
、
 
「自
分
を
律
し
て
慌
て
ず

じ
つ
く
り

一
歩
一
歩
ま
じ
め
に
 

〇
街
づ
く
り
 

わ
た
し
も
協
力
 

住
ま
い
の
調
査
 

お
間
い
合
わ
せ
は
、
市
総
務

課
企
画
室
 
統
計
調
査
係
（
廿

⑩
二
一

一
一
番
代
 
内
線
三
一

八

‘
三
一
九
番
）

へ
 
 

市
民
の
負
託
に
応
え
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ

て
い
ま
す
。
 

第

1
5
回
「
み
ん
な
の

消
費
生
活
展
」
 

多
数
の
お

い
で
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
九
月
十
六
日
（
金
）
 

ー
十
八
日
（
日
）
 

ロ
と
こ
ろ
 
大
町
丸
友
デ
パ
 

ー
ト
六
階
催
事
場
 

会
場
に
は
、
生
活
と
暮
ら
し

に
つ
い
て
の
各
コ
ー
ナ

ー
や
パ

ネ
ル
が
展
示
さ
れ
る
ほ
か
、
牛

乳
な
ど

の
無
料
試
飲
会
も
あ
り

ま
す
。
 

主
催
 
青
森
県
、
五
所
川
原

市
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住宅統計調査にご協力をミ 

交
通
事
故
巡
回
相
談
所
 

九
月
は
次

の
日
程
で

開
設
し
ま
す
。
 

ご
利
用
下

さ
い
。
 

■

と
 
き
 

九
月
十

四
日

（
水
）
、
一
一
十八
日

（
水
）
 

午
前
十

時
か

ら
午
後
二

時
ま
で
 

・

と
こ

ろ
 
市

民
文
化
会
館
別

館
 

■

主
 

催
 
青

森
県
交
通
事

故
相
談
所

五
所

川
原
市

・
市
民
相
談
室
 



選
挙
人
名
簿
を
縦
覧
 

O
縦
覧

の
期
間
 

昭
和
五
十

八
年
九

月
三
日
か
ら
 

昭
和
五
十

八
年
九

月
七
日

ま
で
 

＠
縦
覧

の
場
所
 

市
選
挙

管
理
委
員
会
事

務
局
 

（
市
庁
舎
四
階

）
 

＠
縦
覧

の
時
間
 

期
間
中
毎
日
午

前
八
時
三
十
 

定
時
登
録
に
よ

る
 

市
選
挙
管
理
委
員
会

で
は
、
 

分
か
ら
午

後
五
時
ま
で
 

毎
年
九

月
一

日
現
在
で

選
挙
人
 

な
お
、

登
録
さ
れ

る
選
挙
人

名
簿
に

登
録
さ
れ

る
資
格
を
有
 

は
、
さ
る
六
月
二
十

六
日
の
参

す
る
方
を
、

九
月
二
日
に
選
挙
 

議
院
議
員
通
常
選
挙
の
際
、

選

人
名
簿
に

登
録
し
、

縦
覧
に
供
 

挙
時
登
録
が

行
わ
れ
て
い

ま
す
 

し
て
い
ま
す
。
 

の
で
、
今
回
の
登
録
は
、

昭
和
 

」十
八
年
六

月
二
十
八

日
か
ら

昭
和
三
十
八
年
九

月
二
日

ま
で

に
生
ま
れ
た
方
及
び

昭
和
五
十

八
年
三

月
二

日
か
ら

昭
和
五
十

八
年
六

月
一
日
ま
で
に
当
市

の

住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
、
 

引
き
続
き
当
市
に
居

住
し

て
い

る
方
が

対
象
に
な

り
ま
す
。
 

小
田
川
土
地
改
良
区
の
総
代
選
挙
 

投
票
日
は
9
月
1
6日
 

第
四
投
票
区
 

第
三
投

票
区
 

第
二
投

票
区
 

第

一
投
票
区
 

投
票
区
 

小
田
川
土
地
改
良
区

毘
沙

門
地
区
詰

所
 

コ
ミ
ュ

一
一一
ア
イ
 

セ
ン
タ
ー
中
川
 

コ
ミ
ュ

一
一一T
イ
 

セ
ン
タ

ー
飯
詰
 

尻
 
無
 
集
 
会
 
所
 

投
 

票
 
所
 

毘
沙

門
、
長
富
 

沖
飯
詰
、

桜
田
、

川
山
 

飯
詰
、

下
岩
崎
 

漆
川
、
太
刀
打
、
 
一
野
坪
 

投
 
票
 
区
 

域
 

任
期

満
了
に

伴
う
小
田

川
土

地
改
良
区
総
代
選
挙
を
次

の
要

領
に
よ
り
行
い

ま
す
。
 

＠
告
示

日
 

昭
和
五
十
八
年

八
月
二
十

七
日

⑨
投
票

日
 

昭
和
五
十
八
年
九

月
十
六
日

＠
立
候
補
受
付
期

間
 

昭
和
五
十
八
年
八

月
二
十
七

日
か
ら

昭
和
五
十
八
年
九

月
六

日
ま
で
 

⑥
選
挙
人

名
簿
の
縦
覧

期
間

昭
和
五
十

八
年
九

月
一

日
か
 

ら
昭
和
五

十
八
年
九
月
六

H
ま
 

で
 

＠
縦
覧
の

場
所
 

小
田
川
土
地

改
良
区
内
 

＠
投
票

の
場
所
 

小
田
川
土
地
改
良
区

の
組
合
 

員
と
し

て
登
録
さ
れ

て
い
る
あ

な
た
の
投

票
す
る

場
所
 

⑥
投
票
時

間
 

午
前
九

時
か
ら

午
後
三
時
ま

で
。
 

＠
開
票
の
場
所
 

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
中
川
 

O
開
票
開
始
時

刻
 

午
後
四

時
か
ら
 

な
お
、

詳
し

い
こ
と
に

つ
い

て
は
、
市
選
挙
管
理
委

員
会
事

務
局
（
市

庁
舎
四
階
 

丑
⑩
一
一

一
．
番
 
内
線
三

二
七
う
・

二
九

）
へ
お

問
い
合

わ
せ
て
く

だ
さ
い
。
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	ぐ下頑下、ろいろゴシラこえ 

第13回全国下水道促進テー 新下水道法施iテis周年記念 

写真コンクーノレ 
	 応募要領 

趣 旨 全国下水道促進デーは毎年 9月10日、下水道に対

する国民の意識と協力、関心を深めるために全国的

に実施されるこ市民運動の日ミです。また、現在の

下水道事業推進の原動力となっている新下水道法が

施行されて25周年を迎えることもあわせて、下水道

の整備・促進を図ることが望まれています。 

	自然や人びとの生活、表情を舞台にして、下

水道の姿、使命、活躍、効果など、自由な発想、独 

自の視点でとらえた写真を広く求めます。 

サイズ ●白黒、カラープリントはキャビネ判から四ツ切ま

で。 

●組写真は 3枚以内で「組写真」と明記のうえ、作 

品順に番号をつける。 

曽り先 東京都千代田区紀尾井町3-6 
（秀和紀尾井町パークビル） 〒102 
丑 O3 (263) 4691(f 

社団法人 日本下水道協会総務部総務課 

下水道写真コンクール係 

東京都千代田区九段南4-8 一 9 
〒 102 	ft03 (264)6721( 

日本水道新聞社出版企画部 

下水道写真コンクール係 

諦 切 昭和58年11月末日（当日消印有効） 

発表期日 昭和59年 3月1日（予定） 

送り先 

締 切

発表期日 

方 法 審査結果は、入選者等に直接通知するほか、 「下水

道協会誌」 「日本下水道新聞」に発表する。 

選考者 建設省、厚生省、日本下水道協会、日本水道新聞社、 

写真家（秋山亮二氏）、株テシコ、朝日学生新聞社

賞一 

建設大臣賞 賞状と副賞（賞金10万円とニコン F E 2. 50mm 
F 1.4付I台） 1名 

厚生大臣賞 賞状と副賞（賞金10万円とニコン F E 2, 50mm 
p 	 F1.4付 1台）1名 

’ 日本下水道協会会長賞 

賞状と副賞（賞金 2万円とフイルム） 1 名 

日本水道新聞社社長賞 

賞状と副賞（賞金 2 万円とフイルム） 1 名 

入 	選 副賞（賞金 1 万円とフイルム） 

終戦当時の引揚者の方々ノ＼ 
通貨・証券などをお返しています。 

税関では、お預かりしている次の通貨・証券などを

お返ししています。 

●終戦後、外地から引き揚げてこられた方が、上陸

港の税関、海運局に預けられた通貨、証券など 

．外地の集結地において総領事館などに預けられた

証券などのうち日本に送還されたもの 

◇ 	◇ 	0 
返還の申し出は、ご本人ばかりでなく、ご家族の方 

でも結構です。お心あたりの方は 

〒 030 青森市青柳一丁目 1番 1号 

青森税関支署 if (0177 @ 0780番） 

へお問い合わせてください。 

/ 



“松
陰
道
（
算
用
師
峠
）
を
歩
く
会
）
 

自分で測定できます 

庁舎2階に 

自動血圧測定器 

会
員
を

募
集
 

四
八
番
）
 

(550号） 

ロ
会
費
 

一
人
三
千
八
百
円
 

（昼
食
、
記
念
品
代
含
む
）
 

当
日
乗
車
の
際
、
納
入
し
て
 

下
さ
い
。
 

自
分
の
血
圧
を
自
分
で
測
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
 

市
庁
舎
二
階

の
市
民
相
談
室

の
前
に
こ
の
ほ
ど
、
自
動
血
圧

測
定
器
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

ご
利
用
下
さ
い
。
 

測
腕
部
に
左
腕
を
通
し
、
レ

バ
ー
を
セ
ッ
ト
す
る
だ
け
で
自

動
的
に
最
高
、
最
低
血
圧
の
値

と
脈
は
く
が
標
示
さ
れ
、
記
録

さ
れ
た
シ
ー
ト
が
出
ま
す
つ
 

初
心
者
の
た
め

の
 

“卓
球
サ

ー
ク
ル
（
卓
心
会
）
を
結
成
）
 

ロ
と
き
 
九
月
十
八
日
（
日
）
 

午
前
七
時
五
十
分

ー
午
後
五

時
十
分
 

ロ
コ
ー
ス
 
五
所
川
原
ー
十

三
湖
ー
七
平
峠
ー
福
島
城
跡
ー
 

小
泊
ー
七
ッ
滝
ー
傾
刈
石
ー
算

用
師
峠
（
徒
歩
七
キ
ロ）
ー
桂
沢
 

ー
竜
飛

i
義
経
寺
ー
平
舘
台
場
 

ー
蟹
田
i
今
泉
i
五
所
川
原

ロ
集
合
場
所
及
時
間
 
午
前

七
時
五

l
分
中
三
デ
パ
ー
ト
前

集
A
ロ
 

ロ
申
込
み
先
 
九
月
十
日
（
 

L
）
ま
で
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課

（
廿
駒
二

一
一
一
内
線
一
一
 

ロ
詳
細
 
勤
労
青
少
年
ホ
ー
 

曜
日
と
な
り
て
い
ま
す
。
 

ム
（
e
⑧
三
六
〇
二
番

）
へ
 

※
な
お
、
練
習
ロ
は
毎
週
水
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ご
存
知
で
す
か
 

本
年
八
月
か
ら
、
納
税
申
告

書
の
提
出
、
納
付
な
ど

の
期
限

が
そ
の
月
の
第
二
上
曜
日
に
当

た
る
場
合
は
、
日
曜
日
や
国
民

の
祝
日
そ
の
他

一
般
の
休
目
の

場
合
と
同
様
に
、
そ
の
期
限
が

翌
週
月
曜
日
ま
で
延
長
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
毎
月
の
第
二
上
曜

日
は
銀
行
等
の
金
融
機
関
が
休

業
し
、
ま
た
、
郵
便
局
の
窓
口

業
務
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

こ
の
結
果
、
例
え
ば
、
源
泉

所
得
税
の
納
期
限
は
通
常
、
翌

月
ト
日
で
す
が
、
こ
の
日
が
第

二
土
曜
日
に
当
た
る
と
き
は
、
 

そ
の
翌
々
日
の
十
二
日
が
納
期

限
と
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
 

本
年
八
月
支
払
分
の
源
泉
所
得

税
に

つ
い
て
は
、
九
月
十
日
が

第
二
土
曜
日
に
当
た
り
ま
す
の

で
、
こ
の
納
期
限
は
九
月
十
一
一

日
と
な
り
ま
す
。
 

58年版 県勢グラフ 

市総務課企画 	1. -211l番内線318-319) 

あなたのポケットに一 liii 

59年版 県 民 手 帳 

こ
の
た
び
市
勤
「
万青
少
年
ホ
 

ー
ム
の
利
用
者
が
卓
球
サ
ー
ク

ル
（
卓心
会
）
を
作
り
ま
し
た
。
 

県
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
ス
ポ
 

ー
ッ
交
流
大
会
卓
球
の
部
で
、
 

第
三
位
の
成
績
に
輝
い
た
の
を

期
に
初
心
者
の
皆
さ
ん
に
卓
球

の
お
も
し
ろ
さ
を
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
結
成
し
ま
し
た
。
 

趣
味
の
な
い
人
に
は
趣
味
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
ま
た
ス
ポ

ー
 

ツ
で
汗
を
か
き
た
い
人
に
は
汗

を
か
く
楽
し
さ
を
教
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
 

卓
球
に
興
味

の
あ
る
勤
労
青

少
年
は
、
卓
心
会

（代
表
木
山

内
武
彦
）
に
ど
う
ぞ
。
 

頒価350円、お申込みは 9 月 6 日まで 

編集 
II
」森県企画部統計課 

発行 青森県統計協会 10月卜1リ 

装 I コート紙 

規格 

	

	A 全判（18cm )< 62cm、折リたたんだ状態 A 5 判 

( 14.&mX2lcm) 表紙カラー写真、表面 4 色刷

裏面（青森県全図）6 色刷 

頒価300円、お申込みは 9 月 6 日まで 

編集 青森県企画部統計課 

発行 青森県統計協会 10月下旬 

規格 15.0cm >< 8.5cm最 L手帳用紙使用 

装］ 極 Lビニールクロス表紙（小目金箔塗〕 

構成 日記編 106頁 資料編 86頁（別冊住所録付） 

使いやすさ、見やすさ、便利さ、かっこよさをトコト 

ン追求した日記式手帳の決定版’! 

なお、お申し込みはなるべくお近くの行政連絡員に 

お願いいたします。 



市
拙
稼
協
会
め
総
会
終
わ
る
 

み
ん
な
が
加
入
、
伸
ば
そ
う

出
稼
協
会
ー
な
ど
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
し
た
、
市
出
稼
協
会

の
五

十
八
年
度
定
時
総
会
が

八
月
十

七
日
、
市
中
央
公
民
館
に
お
よ

そ
百
八
十
人

の
会
員
の
方

々
が

出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
切
日
は
、
総
会
に
先
だ
っ

て
出
稼
者
一
人
ひ
と
り
の
血
圧
 

測
定
を
行
な
い
、
健
康
で
明
る

い
出
稼
ぎ
の
実
現
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
 

総
会
で
は
、
市
出
稼
協
会

の

森

田
稔

夫
会

長
（
市
長

）
が
 

「巌
し

い
社
会
情
勢
の
中
に
あ

る
が
、
就
労
の
安
全
確
保
に
全

力
を
尽
し
て
明
る
い
家
族
の
だ

ん
ら
ん
を

つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
来
賓
の
県
出
稼
対
策

室
長
、
労
働
基
準
監
督
署
長
、
 

公
共
職
業
安
定
所
長
の
三
人
が

祝
辞
を
述
べ
て
総
会
を
終
了
し

ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
移
り
、
津
軽
民
謡
な
ど
が

あ
り
出
稼
ぎ
を
前
に
し
て
楽
し
 

《員
確
保
に
全
力
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い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

出
稼
協
会
と
し
て
は
今
後
、
 

会
員
の
増
強
を
図
る
た
め
に
窓

ロ
で
の
加
入
を
す
す
め
る
、
事

故
見
舞
金
制
度
へ
の
加
入
促
進

を
図
る
、
健
康
診
断

の
実
施
の
 

~ 

く君のもつ力と勇気をこの道に） 

警察官（高校卒）採用 
青森県警察本部では、警察官（高校卒）の採用試験を行います。 

採用予定人員は次表のとおりで、 8月29日（月）から 9月17日田まで受験の申込みを受イれナします。 

受験資格や試験日程は次のとおりですが、くわしくは最寄りの警察署にお間い合わせください。 

1  採用予定人員 

(1） 警察官（B)（次の各都県のうちから、第3志望まで選ぶことができます。） 

都 	県 	名 青 埼 	玉 千 	葉 神 奈 川 岡 警 視 庁 

採用予定人員 約35人 約3人 約3人 約7人 約3人 約9人 

(2 

3 

(1 

(2 

4 

｝ 交通巡視員 約8人（青森県） 

受 験 資 格 

） 	警 	察 	官 	（B) 

昭和31年 4 月 2日から昭和41年 4 月 1日までに生まれた男子。ただし、学校教育法による 

4年制の大学を卒業した方及び昭和59年 3月31日までに卒業する見込みのある方は除きます。 

） 交 通 巡視員 

昭和35年 4 月 2 目から昭和41年 4 月 1日までに生まれた女子 

試験の日時、場所及び合格発表 

試験 日 	時 
場 	 所 

試験 日 	時 
場 	 所 

試験地 試 験 場 試験地 試 験 場 

第 1次

試 験 

10月16日 

（日） 

午前 9時 

青森市 県立青森高等学校 
第2次

試 験 

11月18日 

（金） 

午前9時 

青森市 
県 警察学校 

弘前市 県立弘前高等学校 

八戸市 県立八戸西高等学校 県立北斗高等学校 

三
つ
の
事
業
を
強
化
事
業
と
し

て
進
め
る
こ
と
を
役
員
会
で
申

し
合
わ
せ
ま
し
た
の
で
、
出
稼

者
の
あ
た
た
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
健
康
診
断
の
申
し

込
 

み
と
事
故
見
舞
金
制
度
へ
の
加

入
申
し
込
み
は
各
支
所
で
受
け

付
け
し

て
い
ま
す
。
 



1 
クみ
ん
な

の

健
康
教
室
）
 

医
師
会
と
家
庭
を

結

ぶ
「
み
ん
な
の
健
康
教

室
」
を
次
の
日
程
で

開

催
し

ま
す
。
 

■

と
き
 

九
月
二
＋

五
日
（
日
）
午
後
一
時
 

■

と
こ
ろ
 

保
健

セ

ン
タ

ー
 

■

テ
ー
マ
 

脳
出
血
 

・

脳
卒
中
 

■

講
師対

馬
昭
幸
氏
 

※
九
月
の
 
「お
は
よ

う
サ
イ
ク

リ
ン
グ

」
 
は

都
合

に
よ
り
延
期
と
な

り
ま
し

た
。
 

国
際

問
題
講

演
会

を
開
催
 

日
本

を
め
ぐ

る
国
際
問

題
に

関
す
る
内
外

の
情
勢

に

つ
い

て
講

演
会

を
開

催
し

ま
す
。
 

■

と
 
き
 

九
月
八

日
（
木

）
午

後
一
時
 

■

と
こ

ろ
 

市
中

央
公

民
館
 

・

講
師
外

務
省
条
約局
国
際協
醜
慧
善
氏
 

・

主
 
催
 

日
本

国
際

連
合

協
会

五
所

川
原
支

部
 

講
演
会
を

開
催
 

五
所
川
原

小
学
校

P
T
A
貯
 

蓄
推
進
委
員
会
で

は
次

の
日
程
 

」
 
で
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
 

」
 

■
参
集
範
囲
 

一
般
消
費
者
 

五
十
人
 

■

と
き
 
九

月
二
十

二
日
 

（木
）
午
後
一

時
三
十
分
か

ら
 

■

と
こ
ろ
 
市

中
央
公
民
館
 

視
聴
覚
室
 ・

演
題
「

見
直
そ
う
私

達
の

生
活
」
 

■

講
師
 
青
森
県
貯
蓄

推
進

員
 
金
沢
京
子
氏
 

同
日
は
、

映
画
も
上
映
し

ま

す
。
 

■

連
絡
先
 

佐

々
木
チ
ヅ
子

云

⑧
四
一
〇
六
番

）
 

後
援
 
青
森
県

貯
蓄
推
進
委

員
会

・
市
商
工
観
光
課
 

「見
直
そ
う
私
達
の
生
活
」
 

乳幼児の健康診査 
ロ受 付 時 間 午後 1時～ 1時30分まで 
ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオ 

ノレ 
現在病気治療中か他の医療機関で健康診査 

を受けている乳幼児はご遠慮下さいー 

6 カ月児、 1歳児は健康相談のみです。 

1歳 6 カ月児に限リ歯科衛生指導も行いま 

ロお願い 3 歳児健診は、尿検査も行いま
すので、当日きれいに洗った小
びんに尿を入れてもってきてく
ださい一 

ロところ いずれも保健センター 
（新町バス停前） 

⑦ 昭和58年（1983) 9 月1日 
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積極的に結核検診を受けましよう 
結核を lI］い機会に見つけるために、結核予防法第 4 条、 7 条に基づいて行な

われる定期検診です。16歳以上の市民が対象です。 

レントゲン撮影は着衣のままで出来ますが、金具（ネックレス等）は外して

ください。 

レントゲン撮影時間は、 1人当り20秒くらいです。配布の受診票にご記入の

上ご持参ください。都合の良い場所で受診してください。料金は無料です。 

なお、くわしいことを知りたい方は市保険衛生課（廿⑩2l11番内線270番） 

月 	日 地 区 名 場 	 所 時 	刻 

9 月 5 日 

馬 性 馬 性 集 会 所 前 9 : 30一1 	9 : 50 
~一 

月リ 
→~ I包 山 内 	啓 司 宅 前 10: 0011 10 : 20 

中 村 小 野 千代造 宅 前 10: 30-10 :50 
一 野 坪 対 馬 	静 賢 宅 前 ii: 00一 u1 : 20 
石 畑 小 野 	修 ー 宅 前 ii: 30~il : 50 
太 刀 打 山 形 豊太郎 宅 前 12 : 00一一 12 : 20 
桃 崎 葛 西 勘之丞 宅 前 13 : 20-13 : 40 
尻 無 新 谷 電 気 商 会 前 13 : 50-14 :10 
十
  

十 川 集 会 所 前 14: 20-14 :40 

9 月 6 日 

俵 元 俵 元 集 会 所 前 9 】 30一一 	9 】 50 
羽 野 木 沢 コミュニテイセンタ一七和 10: 00-10 : 20 
持 子 沢 三 	上 	商 	店 	前 10: 30-10 : 50 
原 子 コミュニテイハウス 原子 ii: 00--il: 20 
原 子 阿 部 	タ キ 宅 前 ii:3 o-ii: 50 
前 田 野 目 西 	塚 	商 	店 	前 12: 50-13 :10 
前 田 野 目 老人ホ一ムあ かね荘前 13: 20-13 :40 
前 田 野 目 大 	坂 	登 宅 前 13 : 50-14 :10 
高 野 高 野 文 化 セ ン タ ー 14 : 20-15 : 00 

一
  

悪 戸 コミュニテイセンター松島 9:30一1 	9 】 50 
宮 田 渋 谷 	六 郎 宅 前 10: 00一1lO : 20 
川 代 田 工 藤 甚一郎 宅 前 10: 30--b0 : 50 
金 山 金 山 児 童 館 前 11:00~ui: 20 
漆 木 村 キ ン コ 宅 前 ii: 30-11: 50 
吹 畑 毛 内 	光 春 宅 前 13: 20-13 : 40 
米 田 安 田 	俊 夫 宅 前 13: 50-14 : 20 
旧 市 内 保 健 セ ン タ 一 前 14 : 40一1 15 : 30 

9 月 8 日 

豊 成 工 藤 	友 衛 宅 前 9 : 30一1 	9 : 50 
福 山 伊 藤 	獣 医 宅 前 10 : 00~ 10 : 20 
野 里 野 里 集 会 所 前 10: 30-11: 00 
神 山 成 田 	直 正 宅 前 11:10一1il: 40 
松 野 木 仙 庭 	幸 市 宅 前 13 : 00-13 : 20 
戸 沢 斎 藤 製 米 所 前 13: 30-13 : 50 
石 田 坂 石 田 坂 公 民 館 前 14: 00-14 :20 
若 山 若 山 公 民 館 前 14: 30-14 :50 
福 岡 佐 々 木 商 店 前 15: 00-15: 20 
朝 日・興 隆 興 隆 集 会 所 前 9 : 30~ 9 : 50 
飯 詰 秋 	元 	商 	店 	前 10:00-10:40 
飯 詰 飯 	詰 	支 	所 	前 10: 50-11: 30 
飯 詰 新 	‘岡 兵 三 宅 前 13: 00-13: 30 
飯 詰 下 岩 崎 集 会 所 前 13: 40-14:10 
飯 詰 浜 舘 長左エ門 宅 前 14 : 20-14: 40 
飯 詰 野 宮 	義 造 宅 前 14: 50-15:10 

月 	齢 対 	象 	児 と 	き 

3 カ月児 S 58年 5 月生まれ 9 月13日 

6 カ月児 S 58年 2 月生まれ 9 月20日 

1 歳 児 S 57年 8 月生まれ 9 月26日 

1 歳 6 カ月児 S 57年 3 月生まれ 9 月27日 

3 歳 児 S55年 5 月生まれ 9 月16日 

' 

4 



鷺鷺讐卿 

街頭献血のご案内 

移
動
採
血
車
“
 

青
い
鳥
号
〈
が
次

の
日
程
で
街
頭
献

血
を
行
い
ま
す
。
 

ご
協
力
下
さ
い
。
 

■

と
き

・
と
一
」ろ

ろ
 
九
月
十
六
日
 

（
金
）
 
午
前
十

時
か
ら
青
山
荘
前

午
後
一
時
三
十

分
か
ら
西
北
中
央

病
院
前
 

家
用
広
告
物
）
に

つ
い
て
も
、
 

一
定
の
規
準
を
超
え
れ
ば
知

事
の
許
可
が

必
要
で
す
。
 

三
、
禁
止
物
件
 

橋
や
街
路
樹
、
道
路
標
識
、
 

電
話
ボ
ッ

ク
ス
な
ど
に
広
告

物
を
掲
示
す
る
こ
と
は
で

き

ま
せ
ん
。
 

県
で
は
、
九
月
十
日
を
「
屋

外
広
告
の
日
」
を
定
め
、
明
る

く
住
み
よ

い
街
づ
く
り
の
た
め
、
 

違
反
広
告
物
の
一
掃
に
努
め

て

い
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ん
も
ご

協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
 

な
お
詳
し
く
は
最
寄
り
の
土

木
事
務
所
ま
で
お
間
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 
（
県都
市
計
画
課
）
 

昭和58年（1983年）9 月 1日 
	

広報ごしょがわら 	 （550号） ⑧ 

！市荷く婦筋易議器気芸猫A41 

一 ！ しの衝立て（佐々木初海さん作成）を寄贈し 

rー ！ ました。 

~ 

】 PftJiI 黒 A 	c まど 

私
た
ち
が
ふ
だ
ん
外
に
出
る

と
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
 

は
り
紙

・
ポ
ス
タ
ー
・
立
看
板
 

・

広
告
塔
な
ど

の
広
告
物
が
目

に
つ
き
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
広
告
物
の
掲
示

に
あ
た
っ
て
は
、
県
土
の
美
観

が
損
な
わ
れ
た
り
、
通
行
人
な

ど
に
危
害
が
お
よ
ば
な
い
よ
う

屋
外
広
告
物
法
、
青
森
県
屋
外

広
告
物
条
例
で
必
要
な
規
制
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

一
、
禁
止
地
域
 

屋
外
広
告
物
を
掲
示
し
て

は
い
け
な
い
地
域
と
し

て
、
 

第

一
種
住
居
専
用
地
域
、
公
 

園
、
高
速
自
動
車
道
か
ら
展

望
で
き
る
地
域
で
路
肩
端
か

ら
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区

域
を
指
定
し
て
い
ま
す
。
 

ニ
、
許
可
地
域
 

掲
示
の
た
め
知
事
の
許
可

が
必
要
な
地
域
と
し
て
は
、
 

都
市
計
画
法
で
指
定
さ
れ
た

区
域
、
道
路
や
鉄
道
に
よ
っ

て
は
、
そ
こ
か
ら
展
望
で
き

る
地
域
で
路
肩
か
ら
五
百
メ
 

ー
ト
ル
以
内
の
区
域
が
指
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
自
己

の
住
所
や
事
業

所
に
掲
示
す
る
広
告
物
（
自
 

九
月
＋
日
は

屋
外
広
告
の
日
 

昭和58年度 

後期技能検定試験のお知らせ 
1‘実施職種 さく井・家庭用電気治療器調整・時計修理 

・農業機械整備・冷凍空気調和機器施工・

婦人子ども服製造（既製服）・和裁・寝具

製作‘木工機械調整・建具製作（アルミ建

具） ・紙器段ボール箱製造‘洋菓子製造・

和菓子製造‘みそ製造・酒造・建築大工‘ 

枠組壁建築・鉄筋組立て・防水施工・カー 

テン施工・ガラス施工・建築製図・印章彫

刻 

2, 受験資格 ⑦ 1 級は受検職種について14年以上実

務経験年数を有する人。 

什）  2級は受験職種について 5 年以上実 

1務経験年数を有する人。 

(r)  その他有資格、学歴、訓練歴等によ

り受検に必要な実務経験年数が短縮されま

す。 

3. 受検料 l・ 2 級共通 ＠学科試験 

全職種一律 2,000円
＠実技試験 

6,500円～11,000円 

4‘実施 日 ⑦ 学科試験 昭和59年 2 月12日・19日 

・26日のいずれか指定する日曜日。 

9）実技試験 昭和58年12月 3 日～59年 

2 月27日のいずれか指定する日。 

5．申込締切 昭和58年10月17日（月）まで。 

6. その他 受検案内は県下各職業訓練校に用意してあ

りますが、郵送を希望する場合は70円切手

同封のうえ下記に申込んで下さい。 

〒 030 青森市長島1丁目1番1号 青森県職業訓練課 

(ft0177-⑩ - 1111番内線2361) 
又は〒030-0 1 青森市大字野尻字今田43の1 
青森県職業能力開発協会（ff0177 -⑩ - 5561) 

●
 

広
報
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布
に
ご
協
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さ
い
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